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ロシア連邦保安局（FSB）が 10月 13日、北海道新聞記者をスパイ容疑で拘束したと発

表したことを、各報道機関が伝えた。記者は、ロシアの安全保障を脅かす目的で日本の情

報機関に情報を提供しようとしていたとして、出国直前に極東サハリン州のユジノサハリ

ンスク市内のホテルで拘束されたという。またロシアのメディアは、モスクワの裁判所が

記者について 2カ月の勾留を認めたと報じている。 

 私たちは、メディアで働く労働者の仲間として、拘束された記者の一刻も早い釈放を求

める。記者はロシア当局から正式なビザを受けてロシア国内で取材活動を行っていたもの

で、取材・報道の自由は最大限尊重されなければならないと考える。 

近年では、紛争地などでジャーナリストを標的にして排除し、その生命をも脅かすよう

な事態が続発しているが、取材者の安全が保障されるよう、各国政府や国際機関には一層

の尽力を求めたい。 

茂木敏充外務大臣は 14日の衆院予算委員会で、ロシア側に対して人道的な配慮、公正

公平な取り扱いについて申し入れを行ったと答弁した。日本政府には、記者の安全確保を

最優先に、早期釈放に向けて全力を傾注してもらいたい。 

今回の事案が起きた経緯については詳細が明らかになっていないが、このところ日本政

府がスパイ防止関連法制の整備を急速に進めていることで、かえって近隣諸国の緊張を不

用意に高めている疑いもぬぐえない。日本政府には、これまでの姿勢を省みて、緊張緩和

のために最大限の努力を払うことも強く求めたい。 
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